
 
 
 
 
 
 

○エネルギー対策費追加                   45,000 千円 

 

 

※ 緑の分権改革 

国（総務省）が推進する事業で、地域で消費するエネルギー等の自給率を高め

ることにより、地域の雇用創出や経済活性化を目指す取組 

 

１ 事業内容 

 (1) 木質バイオ燃料等利用可能量調査（5,000 千円） 

・ 間伐材や剪定枝など木質バイオ燃料のエネルギーとしての利用可能量を調査 

・ 市民意識調査などにより、木質バイオ燃料の家庭での需要量を推計 

(2) 木質バイオ燃料地域内循環実証調査（40,000 千円） 

・ 森林からの間伐材等を切り出し、破砕・加工、運搬、熱供給プラント等での燃

料としての利用までの実証実験 

・ 市民ボランティア等の協力による、森林の育成や家庭での間伐材等の利用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 財源内訳 

国庫支出金（10／10） 45,000 千円 

 

○繰越明許費                          91,479 千円 

・環境保全対策費                      45,000 千円 

・高等学校設備整備費                    46,479 千円 
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平成 22 年（2010 年）3月 23 日 

札      幌      市 

「緑の分権改革」※推進事業の一環として、木質バイオ燃料の利用拡大、地産地

消を目指した実証調査等を行う経費を追加 

問合せ先 

札幌市財政局財政部財政課 

石川 加藤  ℡211-2212 

木質バイオ燃料地域内循環実証調査イメージ図 
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